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　　A57　year－01d　male　was　admitted　on　Feb．23，1980，　complaining　of　cough，　purulent　sputa

and　Ieft　chest　pain，　and　suspected　of　primary　lung　cancer　by　sputum　cytology　and　aspiration

lung　biopsy　prior　to　admission．

　　On　admission，　the　chest　X－ray五lms　showed　a　well・circumscribed　Iarge　m乱ss　shadow　located

in　the　middle　alld　lower　portion　of　the　left　anterior　lung丘eld．　The伽diugs　of　sputum　cytology，

bronchography，　endoscopy，　chest　CT　alld　percutaneous　tumor　biopsy　were　suggestive　of　mesen－

chymal　ttrmor（fibrolipoma）originated　of　the　left　pleura．

　　It　was　con丘rmed　that　the　tumor　was　originated　of　the　a皿terior　rnediastinum　by　the　thoraco・

tomy　and　the　fibrolipoma　histologically　by　the　postoperative　examination．　The　tumor　was　20×

10×10cm　in　size　and　1，860g　in　weight．　　　　　　　　（Received　for　publication　May　11，1981）

Key　words；線維脂肪腫（飾rolipoma）

　　　　　　　縦隔腫瘍（mediastinal　tumOI’）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左B，，5B6および下気管支幹の圧排狭窄の所見があり，

　　　　　　　　　1緒言　　　　 気管支鏡下擦過細胞診で悪性細胞はみられず，気管支

　Schulumbergerはその著Atlas　of　tumor　pa・　　造影所見（写真2，3）にても，腫瘍が左上下葉問に

thologyl）の縦隔腫瘍の項で，脂肪腫の同意語として　　発育侵入した状態で各気管支を圧排しているのみであ

線維脂肪腫をあげており，それはよく被包化され，時　　った。

に分葉傾向を示し，左右いずれかの胸郭内にまで拡が　　　精査の目的で昭和55年2月23日当科に入院した。

って巨大化することがあると記述している。今回，喀　　　入院時所見：体格やや大，栄養中等，脈拍64，整，

疾細胞診より”i【i㈱凝われたが諸検査の結果，間葉性　血圧104／70mmHg，結膜に黄疽，貧血はなかった・月旬

腫瘍と術前診断し手術の結果，巨大な縦隔線維脂肪腫　　部の所見では，左第3肋間以下打診上濁音を呈し，呼

であった1治験例を報告する。　　　　　　　　　　　吸音聴取せず，背部では肺底部打診上短でその上部に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼓音帯を認めた。胸部X線正面像では心陰影に接して

　　　　　　　　　ll症　　例　　　　　　　　　　左中下肺野は腫瘤影で占められ，側面像（写真4）で左

　症例：57才，男。　　　　　　　　　　　　　　　　胸水の貯留を認めた。入院時検査成績は表1に示すご

　主訴：咳漱，喀疾，左前胸部痛。　　　　　　　　　とく，糞尿，末梢血に異常なく，血液化学ではGOT

　家族歴：特記すべきことなし。　　　　　　　　　　　の軽度上昇を認める以外異常なく，肺機能では％VC

　既往歴：41才時に胃潰瘍で胃切除術を受けた。53才　　67．4％と軽度の拘束性障害・血液ガス分析でPaO2

時に左前胸部を打撲したことがある。　　　　　　　　71．7mnユHgと軽度の低酸素血症を認めた。胸腔穿刺

　現病歴：昭和52年頃より感冒に罹患すると咳蹴，喀　　の結果，胸水は黄色透明，蛋白量3・09／d！・リバルタ

疾などの症状が長引くようになった。昭和54年12月初　　反応陰性，細胞診では，組織球，リンパ球，中皮細胞

旬，咳漱，膿性疾，左前胸部痛があり，改善しないた　がみられたのみであった。赤沈は1時間値8mm，血

めに12月20日某医受診し，胸部X線写真（写真1）で　　清検査では異常を認めなかった。

左中下肺野を占める腫瘤状陰影を指摘され，市立大町　　　入院後経過：発熱，咳漱，喀疾などの症状はほとん

総合病院を受診，12月22日入院した。喀疾細胞診で，　　　ど消失し，わずかに左前胸部に圧迫感を訴えるのみで

Class　V，　adenocarcinoma，経皮吸引細胞診の結果　　全身状態も良好であった。胸部のコンピュター断層図

もClass　IVであったため肺原発の腺癌と考えられた。　（CT）検査では，左肺で心陰影に接し，境界が比較的

しかし当科外来における気管支鏡検査では左B3変形，　明瞭なことより被膜を有すると考えられる腫瘤が，前

表1　入院時検査成績

糞尿：異常なし

末梢血：

　赤血球数　　　　　　　　381×104／mm3

　白血球数　　　　　　　　　3，400／皿m8

　ヘマトクリット　　　　　　　　37。1％

血液化学：

　BUN　　　　　　　　　　　　　12mg／dl

　Creatinine　　　　　　　　　　　　　1，1mg／dl

　Na　　　　　・　　　　　　　　　　　　143mEq／1

　K4。4mEq／1　C1　　　　　　　　　　　　　　　　　108mEq／1

　Al－Pase　　　　　　　　　　　　　611U

　GOT　　　　　　　　　　　　　　　　43KU

　GPT　　　　　　　　　　　　　　　　35KU

　総コレステμ一ル　　　　　　　110mg／d正

　トリグリセライド　　　　　　　47mg／dl

　LDH　　　　　　　　　　　　　　　　　1561U

呼吸機能：

　％VC　　　　　　　　　　　　　　　　67．4％

　FEV　1．0％　　　　　　　　　　　　　73．7％

血液ガス分析：

　pH　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．402

　PaOg　　　　　　　　　　　71．7mmHg

　PaCO2　　　　　　　　　　　38，2mmHg

　O2飽和度　　　　　　　　　　　92．8％

胸水：

　リバルタ反応　　　　　　　　陰性
　蛋白濃度　　　　　　　　　　　3．Og／dl

　CEA　　　　　　　　　　1．　Ong／m1以下

　糸田fi包診　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Class　I

赤沈：　　　　　8mm（1時間値）
CRP：　　　　　　　　　　　　　（一）
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表2　良性縦隔間葉性腫瘍の本邦報告例（1971年～1980年）

塑壁陣隔囮董　位　大きさ（・m）踏診断名文献
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

原田ら

今泉

水野ら

山岡ら

古賀ら

春日ら

春日ら

春日ら

倉田ら

笛木ら

榛沢ら

土井

葉山と
安田

生駒ら

勝田ら

：ヒ屋ら

山際ら

横沢ら

谷岡ら

中村ら

金子ら

飯田ら

松島ら

松島ら

斉藤ら

菊地ら

池内ら

高田ら

小林ら

小林ら

自験例

1972

1973

1973

1973

1973

1974

工974

1974

1975

1975

1975

1975

1976

1976

1977

1977

1978

1978

1978

1978

1978

1978

1979

1979

1979

1979

1979

1979

1980

1980

1980

43

1

9

21

38

7

46

48

1

34

64

60

6

5

81

42

72

74

59

34

1

7

56

60

36

44

72

46

48

38

6

♀

6

3

9

9

9

♀

6

♀

＄

♀

♀

6

♀

δ

6

6

6

♀

♀

♀

♀

？

6

♂

6

♀

♀

6

左縦隔

後縦隔～脊樵管

上縦隔

中縦隔

．ヒ縦隔

上縦隔～左胸腔

前縦隔～右胸腔

前縦隔～右胸腔

縦　隔～頸　部

前縦隔

上中縦隔

ヒ縦隔

後縦隔

後上縦隔

後縦隔

前縦隔

前縦隔

縦　隔～頸　部
上縦隔

前縦隔

前縦隔

上縦隔

中上縦隔

前縦隔

前縦隔

前縦隔

前縦隔～左胸腔

3．5×3．0×1．0

　　　　（胸腔）
9．0×2．8×1．5

　　　　（脊髄）

11×6．5×6。5

9×6×3
5　×4．5×3．5

球状直径5

15×6×3
鶏卵大

小児頭大

20×21×15

手拳大

驚卵大

5×7×3
16×14×20
8×7×10
3．5×3．5×3

22×20×11

4×3×1．5

超鶏卵大

鶏卵大

7．6×5．9

小児手拳大

25×15×10

10×10x5
2x4×2，5
3×3×6
20×10×10

223

350

120

52

3，100

1，600

　120

1，450

1，220

）…

1，860

嚢状リンパ管腫
月旨j1方II重

脂肪腫

線細羅

血管線維腫
JJ旨月方】」重

脂肪腫

脂肪腫

脂肪腫

嚢腫性リンパ管腫

線維筋1厘

脂肪腫
Jj旨Jl方II重

脂肪種

血管外皮腫

平滑筋腫

血管腫

脂肪腫

脂肪腫

粘液線維腫

リンパ管腫

リンパ管瞳

脂肪腫

脂肪腫

毛細血管性血管腫

リンパ管腫（？）

リンパ管腫

良性間葉腫
　　　（Stout）

脂肪腫

リンパ管腫

線奉佳，J旨Jj方ll重

9

10

11

12

13

14

14

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

7

7

29

30

31

32

33

33

および左側胸壁に接しており，背部にわずかに肺実質　　たのみであった。その後2國の生検でも同様の所見が

があり，腫瘤内は濃淡混在し分葉構造がうかがわれ，　　　あり，間葉性腫瘍（線維脂肪腫）が疑われ（写真6），

そのdensityの高い部位のEMI　numberは＋80で　　その起源として胸膜，胸壁あるいは縦隔などが考えら

あった（写真5）。Gaシンチでは左中下肺野に軽度　　れたが，腫瘍が左上下葉間に入り込む形で発育してい

の集積を認めたのみであった。その後の喀淡細胞診で　　る点を考慮して胸膜由来と推定した。入院後も腫瘍の

は悪性所見なく，シルバーマン針による経皮腫瘍生検　　増大傾向がみられるために本学第二外科で腫瘍摘出術

所見では良性の線維性組織および脂肪組織片が得られ　　を行った。
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li響　　　顯騨

蒙　i　　　｝　　姦
｛　i　　　　i

lI　　　軽
塁，　　　婁

　1

写真1　胸部X線写真正面像　　　　　　　　　　　　　写真2　左気管支造影正面像

as・／

　　　写真3　左気管支造影側面像　　　　　　　　　　　　　写真4　胸部X線写真左側面像
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写真5　胸部CT像

（H－E染色x100）

一　　　　Fe　．　．　　巨ピ

写真7　摘出腫瘍標本

欝

No．5，1981　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　559



山口・吉村・川口・望月・半田・草間・津金・志田・丸山

写真8　摘出標本割面

写真9　病理所見
　　　　（H－E染色×100）

　　　脂肪成分の多い部分

1繊鍵輔罐醗購鰻譲難罐購
鑛瓢馨灘灘。・灘灘嚢難覇灘騨欝
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　開胸の結果，腫瘍は前縦隔より発生したもので，重　　の占拠部位ならびに胸膜原発でも巨大な線維腫の報告

量1，860g，大きさは20×10×10cmで表面平滑，被膜　　例5）6）もあるので，胸膜由来の間葉性腫瘍を疑った。

でおおわれ，その一部に胸膜が付着していた（写真7）。　　胸部CTでは腫瘤陰影内に濃淡がみられ分葉傾向

割面では結合織で分葉された黄色の脂肪性および白色　　　が推測された。松島ら7＞は縦隔脂肪腫の胸部X線像の

の線維性と思われる組織の混在を示していた（写真8）。　特徴として，腫瘤陰影の淡さと胸腔造影で示される腫

H－E染色標本でも，成熟した脂肪細胞と疎な線維性　　瘤辺縁の分葉像を挙げているが，本例ではCT像より

成分を含み未分化な間葉織よりなる良性腫瘍であった　　腫瘤の分葉構造の存在や，また腫瘍が被包化されてい

（写真9，10）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ることも推測された。Mendezら8）は胸腔内の脂肪組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織のEMI　numberは一55～－10と報告しており，
　　　　　　　　　皿考察　　　　本例唖繍分のEMI　number．¢X＋，。であり，。

　Lyonsら2）の報告では縦隔腫瘍782例中5例（0．6％）　　の所兇からは脂肪成分のみまたは特に脂肪成分が豊富

で，また寺松ら3）の報告では1，485例中19例（1．3％）　　な腫瘍は一応否定された。摘出標木の病理検査の結果

がmesenchymal　tumorである。1971年から1980　　より，本例では脂肪組織と線維組織が種々の割合で混

年までの良性縦隔間葉性腫瘍の本邦報告例は調べ得た　　在していることが示され，これは本例のEMI　num・

範囲では表2に示すごとく自験例を含め31例であった。　berが＋80を示したCT所見を裏付ける所見と考え

　FraserとPar色4）によると縦隔脂肪腫は縦隔のど　　られる。

の部位からも発生しうるが前縦隔に比較的多く，その

ほとんどが良性であるという．本例を燃淡細胞診で腺　　　　　「v結語

癌が疑われ経皮吸引細胞診でもClass　IVであったた　　　喀漱，膿性疾および左胸痛を訴え，胸部X線写真上

め肺原発の腺癌が考えられたが，自覚症状および検査　　左中下肺野の巨大腫瘤影を示し，喀疾細胞診で肺癌が

所見より良性腫瘍と診断した。すなわち，肺の感染が　　疑われて当科に入院。喀淡細胞診，気管支造影，内視

消失すると咳漱，喀疾などの症状が軽減したこと，気　　鏡および胸部CT検査さらに3回にわたる経皮唾瘍

管支造影で各気管支が腫瘍により圧排された所見のみ　　生検などの所見によって，胸膜由来の間葉性1塵瘍が推

であり，腫瘍が左上下葉間に発育侵入した状態で存在　　定された。摘出術により大きさ20×10×10cm，重さ

しており，これは悪性腫瘍よりは良性腫瘍を示唆する　　1，8609の巨大な前縦隔由来の線維脂肪腫と病理組織

所見と考えられた。シルパーマソ針による3圓の経皮　　学的に確認された1例について報告した。

腫瘍生検の結果はいずれも，脂肪組織，線維組織そし　　　本論文の要旨は昭和55年10月4日，第67回日本内科

て一部に上皮性の成分を思わせる部分を示す所見であ　　学会信越地方会において発表した。

り，悪性像はまったくなかった。また，腫瘍の胸腔内
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